


B
oa

rd
 o

f D
ire

ct
or

s

2

当期の取締役並びに監査役と執行役員をご紹介いたします。なお、新任役員は緑色で表示しております。

役員紹介（2022年１月31日現在）

取締役 監査役
1 金本　寛中 代表取締役会長 15 金本　栄中 常勤監査役

2 金本　哲男 *  代表取締役社長・営業統括本部長 16 横田　直之 常勤監査役

3 成田　仁志 * 業務部長・特販部長 17 生島　典明 社外監査役

4 金本　龍男 * レンタル事業部長・北海道地区統括部長・鉄鋼事業部管掌 18 松下　克則 社外監査役

5 橋口　和典 * 人事部長・事業開発室長 19 石若　保志 社外監査役

6 三野宮　朗 * 西日本地区統括部長・九州地区統括部長 執行役員
7 渡部　　純 * 広域特需営業部長・ニュープロダクツ室長・（株）KGフローテクノ代表取締役社長 20 熊谷　　浩 情報システム部長

8 廣瀨　　俊 * 経理部長・広報室長・事務センター管掌 21 問谷　　悟 レンタル事業部部長・（株）アシスト代表取締役社長

9 山下　英明 * 海外事業部長 22 佐藤　信幸 営業企画部長

10 内藤　　進 社外取締役 23 中谷　秀樹 内部統制監査室長・業務改善推進室長

11 有田　英司 社外取締役 24 田中　誠一 （株）ニシケン代表取締役社長

12 米川　元樹 社外取締役 25 渡辺　光郎 ユナイト（株）代表取締役社長

13 田端　綾子 社外取締役 26 小野田隆司 総務部長・秘書室長

14 大川　哲也 社外取締役 27 山根　恵司 関東甲信越地区統括部長・特機エンジニアリング部長

28 伊藤　　徹 東北地区統括部長

19 18
17 16

15
20 21 22

23 24 25 26

13 11 9 7 5 3 1 2 4 6 8 10 12 14

27 28

（注）1. *印の取締役は、執行役員を兼任しております。
      2. 役職名は当社におけるもののみを記載しており、一部兼務役職を省略しております。
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e第58期第1四半期決算の概況 ［2021年 11月1日～2022年 1月31日］

 ［経営環境］
当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響が続くなか、徐々に回復に向かっておりましたが、
新たな変異株による感染拡大や世界的な半導体の供給不足等による
下振れリスクの高まりが懸念されるなど、依然として先行き不透明
な状況が続いております。
当社グループが関連する建設業界におきましては、公共投資は引き
続き堅調に推移し、民間設備投資についても持ち直しの動きが見ら
れているものの、資材価格の高騰や慢性的な建設技能労働者不足等
も深刻化しており、依然として留意が必要な状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループでは、中期経営計画「Creative 
60」(2020～2024年度)の実現に向け、国内営業基盤の拡充、海外展開、
内部オペレーションの最適化の3つの重点施策の推進に努めておりま
す。また、将来の確かな収益と安定した経営基盤の構築に向け、実
需に応じた機動的な投資戦略に加え、レンタル用資産の適正配置と
効率的稼働を目的とする体制強化を図るなど、持続的発展と企業価
値の向上に尽力しております。

当第1四半期連結累計期間における当社グループの業績につきまし
ては、売上高は467億30百万円となりました。利益面につきまして
は、将来を見据えた人財投資による販管費の増加もあり、営業利益
は33億11百万円(前年同期比16.2%減)、経常利益は35億9百万円
(同16.0%減)、また、親会社株主に帰属する四半期純利益は20億72

百万円(同8.5%減)となりました。

 ［セグメント別の業績］
建設関連
主力事業である建設関連におきましては、国土強靭化対策をはじめ
とする公共投資は堅調に推移しているものの、本格的な建設機械の
レンタル需要の回復には至らない状況で推移いたしました。
また、当社グループでは、社会資本の維持補修分野や脱炭素社会の
実現に向けて需要増加が見込まれている再生可能エネルギー分野へ
の対応力強化に努めつつ、デジタル変革の加速に向けた業務提携や
建設現場の省力化・安全性の向上に寄与する建設DXを推進いたしま
した。

中古建機販売につきましては、期初計画どおりレンタル用資産の運
用期間の延長を進めていることから、売上高は前年同期比40.0%減
となりました。

以上の結果、建設関連事業の売上高は426億36百万円、営業利益は
29億1百万円(前年同期比18.3%減)となりました。

その他
その他の事業につきましては、鉄鋼関連、情報関連、福祉関連とも
に堅調に推移したことから、売上高は40億94百万円、営業利益は2
億87百万円(前年同期比1.4%増)となりました。

●連結経営成績

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円）

1株当たり
四半期（当期）純利益

（円）

第58期第１四半期 46,730  （－） 3,311（△16.2） 3,509（△16.0） 2,072（△8.5） 55.04

第57期第１四半期 47,660（4.9） 3,953 （△7.3） 4,177（△4.3） 2,266（△10.7） 59.95
（注）1. 「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、第58期第1四半期に係る各数値については、当該会計

基準等を適用した後の数値となっております。このため、売上高については対前年同四半期増減率は記載しておりません。
      2. 前連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、第57期第1四半期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

●連結業績予想（累計）
第58期第２四半期 95,500（－） 8,200 （1.7） 8,300（△3.8） 5,100 （3.1） 135.42

第58期通期 191,100（－） 15,600 （6.7） 15,800 （2.7） 9,700 （8.9） 257.56
（注） 当連結会計年度の期首より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を適用しており、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっ

ております。このため、売上高については対前期及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。

括弧内の数字は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率（%）



4

■ 連結財務諸表

四半期連結損益計算書（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）
第57期第1四半期

（2020.11.1～2021.1.31）
第58期第1四半期

（2021.11.1～2022.1.31）

❶売上高 47,660 46,730

売上原価 33,747 33,006

売上総利益 13,913 13,724

販売費及び一般管理費 9,959 10,412

❷営業利益 3,953 3,311

営業外収益 301 280

営業外費用 77 83

❸経常利益 4,177 3,509

特別利益 21 43

特別損失 238 36

税金等調整前四半期純利益 3,960 3,515

法人税、住民税及び事業税 942 735

法人税等調整額 459 495

四半期純利益 2,559 2,284

非支配株主に帰属する四半期純利益 292 211

❹親会社株主に帰属する四半期純利益 2,266 2,072

四半期連結包括利益計算書（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）
第57期第1四半期

（2020.11.1～2021.1.31）
第58期第1四半期

（2021.11.1～2022.1.31）

四半期純利益 2,559 2,284

その他の包括利益
　その他有価証券評価差額金 403 △ 55
　繰延ヘッジ損益 0 △ 0
　為替換算調整勘定 316 368

　退職給付に係る調整額 2 39

　その他の包括利益合計 722 351

四半期包括利益 3,281 2,636

（内訳）　
　親会社株主に係る四半期包括利益 2,987 2,414

　非支配株主に係る四半期包括利益 294 221
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四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）
第57期

（2021.10.31）
第58期第１四半期
（2022.1.31）　

（資産の部）
流動資産 126,751 120,121

固定資産 177,003 180,032

　有形固定資産 156,135 159,750

　無形固定資産 6,904 6,894

　投資その他の資産 13,963 13,386

資産合計 303,754 300,153

（負債の部）
流動負債 87,230 82,059

固定負債 81,607 83,041

負債合計 168,837 165,100

（純資産の部）
株主資本 124,226 123,825

　資本金 17,829 17,829

　資本剰余金 19,326 19,332

　利益剰余金 89,048 89,419

　自己株式 △ 1,978 △ 2,756
その他の包括利益累計額 2,729 3,071

　その他有価証券評価差額金 2,249 2,193

　繰延ヘッジ損益 0 △ 0
　為替換算調整勘定 541 909

　退職給付に係る調整累計額 △ 60 △ 31
非支配株主持分 7,960 8,155

純資産合計 134,917 135,052

負債純資産合計 303,754 300,153

とってもいいモノ・読者プレゼント
巻末のアンケートハガキをご返送いただいた方のなか
から、抽選で100名様にノベルティグッズをお贈りいた
します。
今号のプレゼントは、パイロット社製の多機能ボールペ
ン「4+1ライト」です。4色ボールペンに、シャープペンま
で付いて驚きの軽さ。これ1本で、プライベートからビジ
ネスシーンまで幅広くご活用いただけます。軸さやはリ
サイクル樹脂、箱はFSC認証紙を使用し、環境にも配慮
した仕様。本体には当社ロゴを印刷したオリジナル多機
能ペンとなっています。

サイズ：軸径13.8×全長148mm

ご応募の締め切りは2022年５月13日（金）
当日消印有効です。なお、当選の発表は商
品の発送をもって代えさせていただきます。
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s  レンタル事業部「特機エンジニアリング部」に「プラント課」を新設
 レンタル事業部北海道地区道東ブロックを「釧根ブロック」と「十勝ブロック」に再編
 IRサイトに「サステナビリティページ」を開設 　
 第57期（2021年10月期）決算発表、機関投資家向けオンライン決算説明会を実施 
 自己株式取得に係る事項の決定について発表
 剰余金の配当について発表
 第57回定時株主総会を開催 
 株式会社サンワ機械リース（非連結子会社）の吸収合併について発表
 譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分について発表

6

1Q 2021.11

2022.1

2021.12

 屋内外自律飛行システム「BIM×Drone（ビム・クロス・ドローン）」の技術検証サービスを開始 
 譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分の払込完了について発表
 第58期（2022年10月期）第1四半期決算発表
 株主優待制度の変更について発表
 自己株式の市場買付および取得終了について発表
 入社式・新入社員研修を実施（新入社員は59名） 
 東京証券取引所の市場区分再編に伴い「プライム市場」へ移行

2Q 2022.2

2022.3

2022.4

事業関係IR関係 イベント

感謝の気持ちを込めてお届けする、カナモトの「株主優待」

画像提供：株式会社竹中工務店

株主の皆様からの日頃のご支援に対する感謝と、より多くの株主様に当社株式を
継続して保有していただきたいとの考えから、株主優待制度を実施しております。

保有株数および保有期間につきましては、同一株主番号であることを確認すると共に、各四半期時点 （1
月末、4月末、7月末、10月末）の保有株数（500株以上もしくは1,000株以上）を確認させていただきます。
※「保有株式数1,000株以上かつ継続半年以上」とは、2022年4月末、7月末、10月末の株主名簿で同一株
主番号であることを確認すると共に各時点における保有株式数が全て1,000株以上の株主様が対象となりま
す。継続保有期間1年以上や3年以上も上記と同様の考え方となります。

500株以上1,000株未満
継続1年以上(*)保有 
2,000円相当の北海道の商品

(2022年10月末基準）

(2023年10月末基準以降）

1,000株以上 継続1年以上(*)
3年未満保有

4,500円相当の北海道の商品

1,000株以上　継続3年以上保有
8,800円相当の北海道の商品

保有株式数 継続保有期間 優待内容

500株以上1,000株未満 継続半年以上 2,000円相当の北海道商品

1,000株以上 継続半年以上3年未満 4,500円相当の北海道商品

1,000株以上 継続3年以上 8,800円相当の北海道商品

保有株式数 継続保有期間 優待内容

500株以上1,000株未満 継続１年以上 2,000円相当の北海道商品

1,000株以上 継続１年以上3年未満 4,500円相当の北海道商品

1,000株以上 継続3年以上 8,800円相当の北海道商品

＊移行期間としまして、2022年10月末基準におきましては、「継続1年以上」
を「継続半年以上」と読み替えて、株主優待の対象とさせていただきます。

商品例

詳しくは当社ホームページをご覧ください→



K
an

am
ot

o 
Ex

am
in

er
 v

ol
.9

9
7

In
ve

st
or

 In
fo

rm
at

io
n

株式に関する各種お手続きについて
（１）株主様の住所変更、配当金の振込みのご指定、単元未満株式の買取請求

その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されてい
る証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀
行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

（２）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱Ｕ
ＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

（３）未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

株主メモ
事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
同総会議決権行使株主確定日
中間配当金受領株主確定日
期末配当金受領株主確定日

11月1日～翌年10月31日
毎年　 1月中
毎年　10月31日
毎年　 4月30日
毎年　10月31日

当社公告の掲載につきましては、当社ホームページに掲載いたします。
ホームページのURLは下記のとおりです。
https://www.kanamoto.co.jp または https://www.kanamoto.ne.jp
なお、やむを得ない事由により、ホームページに公告を掲載することが 
できない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関 
同 事 務 取 扱 場 所
同 郵 便 物 送 付 先 
及 び 電 話 照 会 先

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部　〒100-8212 東京都千代田区丸の内1丁目4番5号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部　〒137-8081 新東京郵便局　私書箱第29号
 電話 0120-232-711

株価チャート　（週足） 単位：円

会社概要　（2021年10月31日現在）

商 号
本 社
営業統括本部
設 立
資 本 金
上 場 取 引 所

証 券 コ ー ド
発行済株式総数
連 結 売 上 高
連結従業員数

株式会社カナモト（英文：Kanamoto Co., Ltd.）
北海道札幌市中央区大通東3丁目1番地19
東京都港区芝大門1丁目7番地7
1964（昭和39）年10月28日
178億29百万円（払込済資本金）
東京証券取引所市場第一部・札幌証券取引所
2022年４月４日より、新市場区分「プライム市場」へ移行

9678
38,742千株
1,894億16百万円（2021年10月期）
3,793名（役員、嘱託、臨時社員を除く）

役員　（2022年１月31日現在）

代表取締役会長
代表取締役社長
取 締 役

監 査 役

執 行 役 員

金本　寛中
金本　哲男 *  
成田　仁志 *
金本　龍男 *
橋口　和典 *
三野宮　朗 *
渡部　　純 *
廣瀨　　俊 *
山下　英明 *
内藤　　進
有田　英司
米川　元樹
田端　綾子
大川　哲也

金本　栄中
横田　直之
生島　典明
松下　克則
石若　保志
熊谷　　浩
問谷　　悟
佐藤　信幸
中谷　秀樹
田中　誠一
渡辺　光郎
小野田隆司
山根　恵司
伊藤　　徹

（注）1. *印の取締役は、執行役員を兼任しております。 2. 取締役内藤進氏及び取締役有田英司氏、取締役米川元樹氏、取締役田端綾子氏、取締役大川哲也氏は 
　社外取締役であります。

 3. 監査役生島典明氏及び監査役松下克則氏、監査役石若保志氏は社外監査役であります。




